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アイヌ傳承の星名de（上）

野　　尻　　抱　　影

　アイヌ土人の間に傅はる星名に就いては，私は直接採集したものは無い．小

署t‘日本の星”には，間接にジ．Y，・バチェラ1氏に問ひ合せた九種と，同じく

金田一京助博士から示教を得た十種とに，新村出先生が嘗て“日本人の眼に映

りたる星”“こ二十八宿の和名”の中に，江戸時代の蝦夷方言集藻汐草から引かれ

た星名二種を加へて載せて置V・た．尤も，バチェラー，金田一爾氏のものには自

然に里複する星もあり，又，星以外の天象も含んでみるので，星名としては宥

の明星，曉の明星，北斗七星，北極星，三つ星，すばるの六種目他に彗星，流

星，天の川がある程度である．

　ととろで，藻汐草なる：方言集の名は，私は，上記新村先生の書かれたもので

初めて知ったのだが，昨年の冬アイヌ研究家として有名な久保寺逸彦氏から圖

らすも借用することが出來た．この本は，我が國アイヌ語學の先躍をなす貴重

な丈献で，久保寺氏が恩師金田一博士から譲られたものは，、上下二巻ある再版

本の上巻である．・横綴ぢ紙歎九十枚の木版本，タイトルには“蝦夷方言藻汐草

鈴験園藏”とあり，序の終りに“文化元子年　白虹齋撰”とある．とれでは著

者は判らないが，別に“もしほ草　一冊”といふ初版本があって，その蹟に“寛

政四年五月四日　通辮上原熊治郎　支配阿部長三郎”とある．前記白虹齋はこ

の蝦夷通誹と親交があった本名最上三内である．

　内容は，天地，入物，丁丁，世事，口鼻耳目心，機財，鳥獣，草木，品目，

三二，熱語の十一部門に分類してあって，天文關係のものは天地部に含まれて

みる．そして，その中の星名は前記のものX他に，火星，織女，牽牛があるし，

何の星とも知れぬものに圖入りで“如此星”と附記したものも五種あって，そ

の二二は興味がある．

　以下，私は文化版の藻汐草を中心として星名を扱き，それらを，バチ。ラ1，

金田一爾氏の星名，及び，最近の北大北：方文化研究報告（第4輯）に載せられた

アイヌ人丁一取コタンビラ，二風谷ニシュクVクグル1二氏述のローマ字綴り星名

と比較して，註をも加へてみたい．但し，これには久保寺氏の示教を受けたも

のが頗る多い．

　玉、星　ノチウ，ジコッブ，ケグ（？）

　　　ノチウ，トンボ（バチェラ1氏）

リコツプはrik－ot－P（上方に・ある・もの）で，帥ち“星”の意義．
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　2．北斗チヌカルグル
　　　チヌカラクル（パチ．ラ1氏）

　　　チヌカルカムイ（金田一氏）原意はchi－nukar－kamui（吾々カミ・見る．

　紳）である．

　　　chi－nukar－kur（久保寺氏）　～二の一kurは“入”又は“男”で，例へば，

チヤコロクル（主人），コタンコロクル（村長，酋長）の類である．但し，アイヌ

語では，kamujの“神”に封して“人”をajnuとV・ひ，一kurは・mat“女”

にi志し男性を意味するのが原義で，一kurを“人”の意に用U，る時には，多少

敬意を含む。延V・ては一kurを“示申”に用ぴることも多V・．例へばnupuri・

noshike－un－kur（山の中央の紳＝熊神）などの如く．それで結局，上記の

chipukarkurもchinukarkamuiと同義である．．

　3．．轟轟（三つ星）イウタ＝

　　　iutani　nochiu杵星（久保寺氏）

　イウタニはi・uta・ni（それを・旧く・木）で，藻汐草の器財部には“杵ユタ

ニ” ﾆある．三つ星の縦一文字を杵の形に見たので，よく頷ける名である．

　レ・ネシクル（金田一氏）　原意はren－eush－kur（3人・そこにつV・てるる・

瀞）である．

　renushpe（久保寺氏）一peは一kurと同義の接辮であるが，幾分か粗末な語

法である．

　　　の
　4．㊨％⑯如二二　イワンリコプ
　　　⑬

　とれは新村先生が“スバル星”と牛1」ぜられたもの，iwan（6つ）一rikotp．（星）

で，この判断は誤りないと思はれる．アイヌには，スバルは6人のなまけ娘が

星になったとする傅論がある．なほiwan（6）はアイヌの弾聖恕する数で，そ

の逸話・傅読・なぞ等には耐えす此の数が出てみる．

　vツネイッケウ（金田一氏）rhatue（女）ikkeu（扇骨）である．スバルの形

を女の脊骨に擬したこの名は，むしろ南洋の星名などに通するもので，アイヌ

と日本人との人種：的相違を顯然たらしめるものと思ふ．

　5．太白星　：：V’　i9・yシャヲチ　ヲチはotの獲音をopen　syllableにしたもの

であるといふ．

　　　ニサッサオッ・ノチウ（バチェラー氏）

　　　ニサッチャオッカ李イ，ニサッツァオッチカムイ（金田一氏）

　藻汐草にも“曉ト1ベケル，ニシヤツ”とある．正しくはto－pek6r，　nisatで
‘‘

冝C夜明け，黎明”である．ニシャッシヤヲチはnochiu又はkamuiの取れた

形であらう。金田一氏には，“朝の口にみる示申”と註があり，帥ち曉の明星の金
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星をいふ．

　nisat・sa・ot，　nisat・sa－ot－kamui（久保寺氏）　同氏はnisat（曉）・sa（低く＞ot

（力状る＞kamui（神）であらうと註されてみる．因みに，．この種の一saは，屡；

’々shaとも稜音され，蒋託してchaともなるといふ．

　6．宵の明星　キンマチスルグル

　　　アロヌマン・ノチウ，アロ・ノチウ（バチェラ1氏）

　　　チゴアッ・ノチウ（金田一氏）

　ar・onuman（夕，日暮）nochiu（星）の意．チコア。は原意不明である．爾ほ，

久保寺氏はアロ・ノチウのアロを恐らくアPヌマンの託りであらうとされてみ

る．（つs“く）

観測部総報　（1）
轡1灘部員の略記號の統M・・e・・制定に就いて

観測部長　木邊成麿

　今回，當愈槻測部に於て，観測部全員（一般會員も多少含めて）の略記號（ロ

マ字）を制定した．其の理由は，今迄の槻測獲表に當っては，各課で之を其の

都度任意に定めて居たから，同一人でも課が異れば符號も異り，時には同一課

内に於ても，獲表の都度に依って攣化した場合すら散見されたからである．從

って，此の不統一を避けるべく，今後の各課の獲表は，今回制定の略號を使用

する事に定める．但し，一言二って置かねばならないのは，此の略號は，軍に

本會観測部の観測獲表上に使用するために制定したものであって，其の個人其

のものの表示をする意圖は無い事である．其れと云ふのも，實は200名近い姓

名を：重複なしlc　2字で表示するのは（最大676名可能だが）或る種の姓では困

難であった．其の爲め，今まで度k使用されて居る観測者略號を優先的に採用

した以外は，偶然名簿を拾った順に一斗，姓名から2字撰んだ．所が前言した

檬に，K，　M，　N，　S，T，Yの頭文字は甚だ多v・のに反して，B，　C，　D，　G，J，L，　P，　Q，

R，V，X，　Zは僅少乃至絶無であり，叉，中聞文宇としても。；’　f，j，1，　P，　q，v，xが

同様である．此の様な事實からして，重複を避けるべく3字略號にするか，或

は，多少感じは失ふが，上述の字を使用して2字に揖めてしまふかの二途が老

へられたのである．所で3字の場合には，成程，其の個人の姓名を略示する感

じは優って居ても，其れだけに，個有名詞の二二としての性格が強く，云はば

遂事者が勝手に定める事は多少行き過ぎになるかも知れないのと，（現に國名，


